
大ゴッホ展 福島
令和8年2月21日 (土) ～ 5月10日(日)

日時：令和７年９月２４日（水）１５時～１７時

場所：市役所本庁舎９０３会議室
※ディスカッション中心の会議のため現地参加のみ（オンラインなし）の開催

デジタル推進者会議
【令和７年度 第１回】



- -1.次第 1

1. 開会 15:00

2. 事務局より 15:05-15:20
1. 本日の資料格納先

2. ふくしまデジタル推進協議会の目的と取組

3. 福島市の取組
（日本DX大賞、ふくしまデジタルイノベーションアワード、福島市デジタル人材バンク）

4. 直近のLGTalk投稿
5. 会員間連携事業（Web掲載済み）
6. ふくしまデジタル推進協議会の分野拡大

3. 会員間連携事業のご紹介（活動中） 15:20-15:35
1. 松川デジ活プロジェクト

福島大学＋朝日システム＋地域包括支援センター

4.ワークショップ（ディスカッション） 15:35-16:55
1. ツール（hidane）の説明 （15:35-15:40）

2. グループディスカッション （15:40-16:40）

3. ディスカッション内容の発表 （16:40-16:55）

5.クロージング（まとめ） 16:55-17:00

6.閉会 17:00



- -2

２.事務局より
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本日の資料はLGTalkよりご参照をお願いします。

過去に投稿されたメッセージはア
クセスしずらくなるため、こちら
に過去資料へのリンクを作成しま
す。
今回の資料もここからアクセスし
てください。

LGTalk ポータルサイト URL https://chat.lgsta.jp/
※ユーザーIDやパスワードは令和7年3月31日に電子メールでご案内しています。ご不明の場合にはお問い合わせください。

https://chat.lgsta.jp/
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ふくしまデジタル推進協議会規約より

（目的）第２条

協議会は、市、団体、企業、大学等が一体となって、各分野及び地域全体のデジタル
化を推進し、これを活用できるようにすることによって、市民一人ひとりが、デジタ
ル化の便利さや豊かさを実感できる社会を実現することを目的とする。

協議会は、次に掲げることに連携して取り組む。
１前条の目的に賛同する官民団体（以下「会員」という。）相互の情報発信・共有等
による各分野及び地域全体のデジタル化の推進。

２市民の暮らしの利便性向上や地域の課題解決等を図る先導的なプロジェクトの検
討・推進。

３市民への普及啓発
４その他前条の目的を達成するために必要なこと。

（取組）第３条
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地域医療ＤＸ「休日の救急医療を守れ！」
～オンライン診療を活用した小児科休日診療～

小児科休日当番医の空白対策として、ファストドクター社と連携
しオンライン診療を導入。2023年10月下旬からオンライン診療で
代替し、急患に対応。2024年からはハイブリッド診療体制を整備
し、利用者の高い評価を得ている。

奨励賞(地域DX部門)

出産・子育て応援ＤＸ「子育てするなら福島市」
～ＢＰＲとデジタル完結で市民の利便性向上と事務の効率化～

子育てアプリ「えがお」に質問票・オンライン予約機能を追加し、
保護者の負担軽減と利便性向上を図った。また、出産・子育て応
援給付金業務をシステム内製化し、オンライン申請で手続きを完
結。年間約214万円のコスト削減と職員の負荷軽減を実現した。

奨励賞(庁内DX部門)

“地域”と“庁内”の双方においてDXの取り組みを推進
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市内事業者が実践しているデジタルを活用した取り組み、市民や学生からの

デジタル技術を活用した地域活性化のアイデアなどを表彰・支援します

１ 事業所部門
デジタル技術、ＡＩを活用した
働き方改革、ＢＰＲなど

デジタル技術、ＡＩを使って地域を盛り上げるアイデア、
実現すれば多くの人に役立つ研究成果 など

AIチャットボット
による業務サポート

ドローンや
センサーを利用した
スマート農業

ふくしまをデジタルで“ちょっとよくする”イノベーションを募集します

画像認識AIを活用
した業務プロセスの

自動化

本市の特産品や
文化の魅力を
世界に伝える
AIを活用した
ストーリー

AIによる
参加者の予約管理や
交通情報の提供により
イベントの成功に
貢献するアイデア

デジタル技術を使った
災害時の避難所案内や

地域の対応をリアルタイムで
支援するアイデア

２ 市民・学生部門

・応募を通じて自社のビジネスモデルが整理され、新たな課題
や解決策の気づきに繋がります。

・受賞者は、自社のPRに活用いただけます。
市においても、取り組みやアイデアを積極的に広くPRします。

表彰式

募集期間

8/7（木）～ 10/31（金）

2026年１月下旬
ふくしま産業交流フェアと同時開催

・審査委員長（庄司昌彦氏）、
副委員長（林千晶氏）による基調講演

・受賞者によるプレゼンテーション
・各部門の表彰

応募のメリット

応募方法
市ＨＰの応募フォームよりお申し込みください

日本の
第一人者の
お二方が
来福！

庄司 昌彦 氏

林 千晶 氏
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○ 市内中小企業や団体が抱える課題をデジタルの力で解決する「福島市
デジタル人材バンク」を設置しています。
（R7年8月1日時点 市内個人:18名、市内法人:13社、市外個人:20名、市外法人:13社）

デジタル
人材

福島市
デジタル
人材バンク

市内中小
企業・団体等

(3)支援申込

(1)エントリー

(4)マッチング

(5)契約締結・サポート業務実施

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ推進ﾊﾟｰﾄﾅｰ
(2)登録

登録者数：65名
(R7年8月末日時点)

※フリーランスや兼業・副業
人材含む

※法人での登録も可能

（課題例）
・デジタル人材を育成したい
・デジタルマーケティングを始

めたい
・デジタルの情報発信を強化し

たい
・キャッシュレス対応したい
・ネット通販を拡大したい 等

成立：25件
(R7年8月末日時点)

【事例4】子育て世代に向けたホームページリニューアル 【事例5】地域で活躍するデジタル人材の育成



- -2-4.直近のLGTalk投稿 8

2025年09月18日 15:47 デジタル人材の採用情報（福島民報社）
2025年09月12日 09:16 自社Webサイトが無償で持てる「newsR」のご紹介（ラジオ福島）
2025年09月10日 09:35 福島市のDXに関する取組（データの時間）
2025年09月08日 09:12 県中央計算センター他による生成AI活用講座（福島民報）
2025年08月29日 14:15 被災者支援ソリューション『生活再建支援ナビ』 製品リリース！
2025年08月26日 08:59 中学生向けに生成AIの注意点を学んでもらう（福島民友）
2025年08月19日 10:10 生成AIを活用する部活動を支援（FCCさん他）
2025年08月18日 13:52 その仕事、生成AIがやります（日経トップリーダー）
2025年08月13日 16:19 デジタルイノベーションアワード募集開始（福島民報）
2025年08月12日 11:06 福島商工会議所さんの生成AI活用セミナー
2025年08月12日 09:08 盆期間中のオンライン診療（毎日新聞）
2025年08月07日 13:30 信太CDO補佐のJDXアンバサダー認定（福島民友）
2025年07月30日 12:52 福島市が日本DX大賞2025の2部門で奨励賞を受賞
2025年07月07日 13:19 日本DX大賞2025サミット&アワード近づく
2025年07月03日 11:08 【資料】町内会のデジタル化の進め方（札幌市）
2025年06月23日 13:47 ＪＡ役職員約1,000人に対してDX推進を呼びかけ
2025年06月20日 10:00 松川デジ活プロジェクト」始動!
2025年06月18日 09:19 カトウファームさんのクラフトビール
2025年06月18日 09:02 カトウファームさんの記事（毎日新聞）
2025年06月17日 09:01 コメ担当大臣が来る
2025年06月10日 19:02 福島カラー印刷さんの記事が掲載された反響
2025年05月22日 18:00 福島市が日本DX大賞にて2部門でファイナリスト選出
2025年05月22日 13:24 山形県南陽市のプロンプト集
2025年04月30日 08:42 福島カラー印刷さんの記事（毎日新聞）
2025年04月22日 19:15 【資料】サイボウズ社
2025年04月22日 19:05 【資料】クラウドサーカス社
2025年04月22日 16:25 【資料】日本マイクロソフト社

上記は、前回のふくしまデジタル推進協議会開催（4/10）後にLGTalkに投稿されたメッセージです。
ぜひ皆さんのデジタル化の取り組みを共有してください！
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QR

生成AIを活用したコンピュータ部の活動
松陵義務教育学校コンピュータ部の生徒が街なかの企業を訪問し、
生成AIと未来へメッセージを残すアプリの活用方法を学びました。
参加した生徒は、秋に開催される文化祭に向けて引き続きコンテン
ツ制作を進めます。

■実施日と内容
令和7年7月31日：生成AIと「タイムポケット」アプリの活用方法
令和7年8月 5日：生成AIの注意点と企画ディスカッション

■ふくしまデジタル推進協議会のメンバーと役割
株式会社福島県中央計算センター（生成AI活用支援）
BlueOcean&Company株式会社（「タイムポケット」アプリの提供）
福島市教育委員会（部活動の支援を希望する学校への情報提供）

福島県中央計算センター
お知らせ（2025.08.14[木]）

福島テレビ「テレポートプラス」
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現在１６分野の代表者等で協議会を構成していますが、新
たな分野を加え、さらに多面的な角度で地域全体のデジタ
ル化を推進します。

【行政】福島市
【経済】福島商工会議所
【経済】市商店街連合会
【経済】中小企業家同友会福島支部
【地域】市自治振興協議会連合会
【学術（まちづくり）】福島大学
【学術（地域連携）】福島学院大学
【学術（地域連携）】桜の聖母短期大学
【医療・福祉】市医師会
【医療・福祉】県立医科大学附属病院
【医療・福祉】市地域包括支援センター連絡協議会
【農業】JAふくしま未来
【教育】市教育委員会
【保育】市私立認可保育施設連合会
【幼稚園】市私立幼稚園協会
【交通】福島交通株式会社
【交通】県タクシー協会県北支部
【観光】市観光コンベンション協会
【高齢者】市シルバー人材センター
【女性活躍】福島カラー印刷株式会社
【デジタル】NTT東日本福島支店
【デジタル】株式会社福島県中央計算センター
【デジタル】株式会社インフォメーション・ネットワーク福島
【デジタル】朝日システム株式会社
【先進的取組】株式会社カトウファーム
【先進的取組】BlueOcean＆Company株式会社
【先導的取組】希望ヶ丘町会

報道 分野

16分野

27組織

拡充分野

地元の報道機関・金融機関にとって、地域の中小企業・各
種団体におけるＤＸ推進の重要性は福島市の取組と共通す
るものであり、また、地域の中小企業・各種団体はＤＸ人
材の育成を課題としていることから、分野を拡充します。

今後の拡充を検討

今後は賛同する企業や組織を広く募り、さらなる地域全体
の活性化を図ることを検討しています。

報道

・報道機関を通じて市民の意識や関心を喚起し、地域全体
の活性化や発展につなげる。

・報道機関を通じて会員の取り組みやサービスが広く知ら
れるため、市民や他団体との連携や協力機会が増える。

・地域の中小企業・各種団体にとってＤＸ推進に必要な予
算の確保は大きな課題であり、地方銀行の支援が期待さ
れる。

金融

・地域の中小企業・各種団体において、デジタル人材の育
成・確保が必要な状況である。

人材育成

金融 分野

人材育成 分野
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３.会員間連携事業のご紹介
（福島大学 松川デジ活プロジェクト）
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４.グループディスカッション



ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
の
４
つ
の
ル
ー
ル

4-1.ブレインストーミングの４つのルール



ツールの切り替え
意見を入力

AIがヒントを提示

4-2.「hidane」の概要



4-3.「hidane」の特長
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1. ディスカッションツールとして、hidane（https://hidane.app/）を使います。

• 2人(10代)のデザイナーがサービスをリリース
• 付箋ではなくチャット感覚でアイデア出し
• AIがアイディア出しをサポートする
• ユーザー登録なしで始められる
• こだわりのビジュアルデザイン

グループ１

[テーマ]
協議会で目指すビジョンと
個々の活動とのつながり
https://the.hidane.app/room/7aBaWFRyJEDV

グループ２

[テーマ]
デジタルを日常に取り込む
アイディアを生み出すには
https://the.hidane.app/room/mfDiiHQ4-GRs

グループ４

[テーマ]
デジタルにすべきモノ、
アナログで残すモノ
https://the.hidane.app/room/kEvAal4GAUhM

グループ３

[テーマ]
高齢者のデジタル活用能力を
高めるには
https://the.hidane.app/room/WNOThAigLBGH

https://the.hidane.app/room/7aBaWFRyJEDV
https://the.hidane.app/room/mfDiiHQ4-GRs
https://the.hidane.app/room/kEvAal4GAUhM
https://the.hidane.app/room/WNOThAigLBGH
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出
入
口

福島商工
会議所

観光コン
ベンショ
ン協会

地域包括
支援セン
ター

シルバー
人材セン
ター

私立認可
保育施設
連合会

私立
幼稚園協

会

桜の聖母
短期大学

福島大学

Blue
Ocean

朝日シス
テム

FCC
福島カ
ラー印刷

65
イ
ン
チ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
据
置
）

デジタル
推進課
（菅野）

デジタル
推進課
（小沢）

デジタル
推進課
（秦）

デジタル
推進課
（斎藤）

小
モ
ニ
タ
ー

小
モ
ニ
タ
ー

小
モ
ニ
タ
ー

小
モ
ニ
タ
ー

グループ１ グループ３

グループ２ グループ４

蛭田

小沢

秦

デジタルを日常に取り込む
アイディアを生み出すには

協議会で目指すビジョンと
個々の活動とのつながり

デジタルにすべきモノ、
アナログで残すモノ

（記者席）

（記者席）

菅野 斎藤

（オブザー
バー席）

（オブザー
バー席）高齢者のデジタル活用能力

を高めるには

荷物置き佐藤
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デジタル推進者会議のディスカッション、協議会の活動についてアンケートへのご回答をお願いします。

Q.本日のディスカッションは有意義でしたか？
→Yes/No/参加していない、Yes/Noの場合の理由

Q.今後ディスカッションしたいテーマや深掘りしたいテーマはありますか？
→Yes/No/参加していない、Yesの場合の理由

Q.今回のようなグループディスカッションを今後も実施したいですか？
→Yes/No/参加していない、Yes/Noの場合の理由

Q.会員間の情報共有としてLGTalkは活用可能ですか？
→Yes/No、Yes/Noの場合の理由

Q.規約に定める項目以外で取り組むべき事項はありますか？
→Yes/No、Yesの場合の内容

Q.どのようにすれば会員間マッチング事業が増えると思いますか？
→内容

Q.報道・金融・人材育成の3分野を拡充しますが、どう思いますか？
→内容

Q.今後広く協議会の会員を募っていくことを考えていますが、どう思いますか？
→内容

Q.その他協議会の活動に対してご意見がありますか？
→Yes/No、Yesの場合の内容

アンケート回答は
こちらからお願い
します

https://logoform.jp
/form/PBtX/1216627

本日はありがとうございました

https://logoform.jp/form/PBtX/1216627

